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【はじめに】石油エネルギーに対する代替エネルギー開発と共に、燃料電池の研究開発への期待

はますます盛んとなってきている。どのタイプの燃料電池も水素ガス（H2）を燃料として使用し

ている。該システム開発においては H2（爆発限界(空気中)（容量％で下限 4%、上限 75%））の漏

れに対する安全対策は必須である。従来の半導体ガスセンサーは抵抗変化型のセンサーである。

出力電流は μA と小さく、ガスとセンサーとが反応するためのエネルギー付加（例：200~300℃
以上の動作温度設定）は必要不可欠である。本研究の目的は、電流増幅回路を可能な限り必要と

しない、及びより低温動作可能な H2センサー実現（図１）である。 
【実験方法】膜厚 50 nm の Ga 添加（Ga2O3:3 wt.%）酸化亜鉛（GZO）薄膜を、直流アーク放電

を用いた反応性プラズマ蒸着法により、ガラス基板（温度 200 ℃）上に成膜した。電気抵抗、結

晶（表面）構造（感ガス部を結晶子とするか粒界部とするか）及び耐湿熱性制御の為に成膜中に

流す酸素ガス流量は 5-25 SCCM まで変化させた。センサー特性は図２の測定装置（自作）によ

り、評価した。H2 濃度は米国仕様の１例に順じ、１％とし、輸送ガスとして Ｎ２ガスを用いた。 

【結果】表１に代表的な結果を示した。従来よりも、より大きな出力の電流実現は達成できた。

低温（150 ℃）側では従来と同様に電流増大が観察される。高温（330 ℃）側では反対に電流減

少が観察されたサンプルがあり、出力電流は mA 台である。後者の現象は、当該分野では初めて

である。現段階では、低温側では、主感ガス部は結晶子内であり、高温側では、主感ガス部は粒

界（物理吸着）と考えている。低温側では、表面付近に化学吸着した酸素ガス分子 O2
-(ad) が H2 

と次の反応を起こし、センシングする H2を一部、浪費、電流増大を妨げていると考えている。 
。本講演ではセンシング機構の新規モデルなどについて議論する。                
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                       図２．H2 センシング特性評価系 

表１．GZO 薄膜の電気特性と出力電流 

 
図１．従来の水素ガスセンサー（上図）と 
本研究でのガスセンサー（下図）の比較 
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High Ne 4.35 5.93 24.23 +3.5 +0.1
Low Ne 23.6 1.89 13.98 -5.0 +0.1-+0.2
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